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どうやってプロトタイプをつくるか 
道具を準備しよう：することがよく分からなくても、紙やテープなどの作業開始に役立ちそうな道具を
見つけるところからやってみるだけで、十分スタートできます。 

 

1 つのプロトタイプに長い時間をかけない：愛着を持つ前に次のプロトタイプに移りましょう。 

 

テストしたい変数の把握：各プロトタイプで何をテストしているのか把握すること。テストしている時、
プロトタイプは特定の質問に答えるようにしなければなりません。ユーザーがプロトタイプに反応する
ことで得られる、別の付随的なことの理解のみに目を向けないようにします。 

 

ユーザー目線で考える：「ユーザーに何をテストしてほしいか？」「どのような行動を期待しているか？」
これらの質問に答えることでプロトタイプに集中でき、テスト段階において有益で意義のあるフィード
バックが得られます。 

 

 

 

 

 

プロトタイプからテストへの移行 
 プロトタイプとテストは、間を移動するというより２人乗りのバイクに乗って考える段階です。
テストしようとしている内容とどのようにテストするかの方法は、プロトタイプを作る前に考え
るべき極めて重要な側面です。 

 結合した２つの段階を検証することで、プロトタイプのテストが積み重なっていきます。プロ
トタイプとテストは時々完全に絡み合いますが、うまくいくテストシナリオを計画・実行できる
のは、しばしばプロトタイプを作った後における付加的な段階においてです。単にユーザーの前

にプロトタイプを置くだけだと考えないで下さい。ユーザーが最も自然で正直なフィードバック
をあなたに与えるのはどんな方法なのか、それを注意深く考えた上で形にすることで、しばしば
最も価値のある結果を手に出来ます。 

Test*

極めて単純なプロトタイプから多くを学べます 

Prototype
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テスト段階について 
 テスト段階は、あなたが作ったプロトタイプに関してユーザーからのフィードバックをお願いし、デ
ザインの対象となる人に対する共感を高めるための時間です。テストはユーザーを理解するまた一つの

機会です。しかし、ステップ１の共感段階とは違い、問題設定がより明確に行われ、検証のためのプロ
トタイプができあがった状態です。２つともユーザーとの相互作用に焦点を当てる傾向がありますが、
彼らユーザーが解決策を好きかどうか尋ねる「検証」作業をないがしろにしてはいけません。そうでは

なく「なぜ？」と引き続き探求し、あなたの潜在的解決策を意識するのと同様に、ユーザーと問題に関
して一体何を学べるのかへ焦点を合わせ続けて下さい。 

 

 ユーザーが生活している実際の環境の中で、テストできることが理想です。彼らにとって日常的な物
を扱うことをユーザーに頼み、具体的な対象物を利用しましょう。よい経験のためにも、実際の状況を

捉えられる環境でシナリオをつくるようにして下さい。 もしプロトタイプのテストを実際の状況で行
えない場合は、ユーザーに役割かタスクを割り当てて、より現実的な状況の中でプロトタイプを試しま
しょう。大まかに言えば：プロトタイプをつくる際は、あたかも自分の行動は正しいと確信しているか

のように取り組みます。しかし、テスト段階では自分が間違っていると考えながら、解決策を再定義・
改善するための機会として取り組みます。 

 

なぜテストを行うか 
! プロトタイプと解決策を改善するため：テストは、繰り返し行う次のプロトタイプについて

知らせてくれます。時にこれは、製図段階へ戻ることを意味します。 

! ユーザーについて学ぶため：テストは観察と関わりを通じて共感を構築するもう１つの機会
です。それはしばしば予期せぬインサイトをもたらします。 

! 着眼点を見直すため：時にテストは、私たちが解決策を正しく捉えていないだけでなく、正
しく問題設定ができていなかったことを明らかにします。 

 

 

 

Step５：テスト 
「テストは、自分の解決策とユーザーについて
学ぶための機会」 Test*
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どうやってテストするか 
言うのではなく見せる：ユーザーにプロトタイプへ手を加えてもらうか、何らかの経験を彼らに提供す
るようにします。最初からすべてを説明せず、ユーザーがプロトタイプを解釈する時間を設けます。彼
らがプロトタイプをどう使うか（誤用するか）、どう扱いどんな反応をみせるか観察しましょう。そし

て、彼らがプロトタイプについて言ったことや彼らの質問に耳を傾けます。 

 

経験を生み出す：ユーザーが評価を行う説明資料としてではなく、ユーザーがいきいきと反応できる一
つの経験として、プロトタイプを作ってテストします。 

 

ユーザーに比較を頼む：ユーザーが基準を比較できるように、複数のプロトタイプを試します。比較す
ることで、しばしば潜在的ニーズが明らかになります。 

 

 

何度も実践を繰り返し 

独自のプロセスを磨きましょう 
 繰り返しは良いデザインの基本です。プロセスと各ステップを複数回繰り返すようにします。
例えば、複数のプロトタイプを作ったり、ブレインストーミングの様々なトピックを様々なグ
ループで試してみたりしましょう。一般的に、何度もプロセスを繰り返す中でデザインが絞ら
れ、大まかなコンセプトから微妙な違いを含んだ詳細なものへ移っていきますが、プロセス自

体がデザイン開発そのものを引き続き助けてくれます。 

 簡潔にするためこのガイドブックではプロセスを直線的に進むものとしましたが、デザイン
実践は様々な状態の中で様々なモデルを利用しながら行われます。ここで提示した内容は、あ

くまで 1つの方法、１つの提案です。最終的には、あなたが独自のデザインプロセスを構築し、
自分の流儀と仕事にそのプロセスを適合させることとなります。あなたにとって役立つオリジ
ナルのプロセスに磨き上げて下さい。どんなプロセスを利用するのであれ、最も重要なのはあ

なたのワークスタイルにデザイナーの発想法を浸透させて、革新の実践を続けることです。

ユーザーテストの秘訣は聞くことです 

Define*

Empathize*

Prototype

 Ideate*

Test*
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